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陰と陽 

                       校長 

以前、本校の全校集会で左の図を題材に話をしました。集会の冒
頭で図の名前を生徒にたずねると、「勾玉（まがたま）！」と数名が
答えてくれました。勾玉は日本の縄文時代から古墳時代にかけて、
この図の半分の形を石や翡翠（ひすい）、水晶、ガラス玉、動物の角
等を削り出して作られました。装飾やお守り、権力の象徴として、
主に、王や貴族が身に付けていたと考えられています。社会や理
科、美術で学習したり、学校によっては図工や技術科で、実際に石
を削って作ったりもしています。 

勾玉とはルーツは異なりますが、この図は「太極図」と言われます。勾玉と同様に、古
代から伝わるシンボル的な要素を持ち、「命の源」「自然の力」「バランス」を象徴し、文
化的役割を果たしてきました。太極図が示す白と黒のコントラストは、宇宙の二つの力を
表す「陰陽思想」に由来しています。 

全校集会では、光と陰（影）のように「対をなすもの」が世の中のバランスを保つ上で
大切とされることについてふれました。その際、「夜と昼」「月と太陽」「寒冷と温暖」な
ど、身近な生活の中で陰と陽のように感じるものについて、近くの生徒同士で話し合いを
し、発表してもらいました。すると、一人の生徒が「弱い心と強い心だと思います。」と
答えてくれました。自然やものではなく、人間の心についてふれてくれたので、正直、そ
の返事にはびっくりしました。この生徒の考えのとおり、太極図は、「理性と感情」「思考
と本能」「冷静さと怒りや悲しみ」など、人の心やふるまいも表しています。武道や仏像
の手の形、３年生が修学旅行で体験した座禅の合掌にもこの考え方が見られ、左手は理性
や受容、内面を、右手は感情や行動、攻撃を表すと考えられています。日本の伝統的作法
もその影響を受け、座礼の際は、左手→右手の順で床や畳に着き、礼の後は、右手→左手
の順で戻します。仏像の手の組み方は、静の左手で、動の右手を包み込んでいます。静か
ら動へ → 動から静への陰陽のバランスと調和を大切にするという深い意味を改めて感じ
ます。また、武道では相手を傷つける攻撃の道具として力や技を身に付けるのではなく、
「己を修める道」「相手を敬う礼節」を身に付けるという教えから、挨拶や型なども、左
の手・足から入ります。 

さらに、この図をよく見ると、白の中にも黒い点が、黒の中にも白い点があります。冷
静な時でも感情には左右され、感情的になっても理性を働かせています。つまり、感情を
否定せず、しかし、感情に流され過ぎず、また、理性だけに頼らず、他者の気持ちにも耳
を傾けることの大切さを示すといった、心のバランスの大切さも教えてくれています。 

私たち日本人が日頃、大切にしている礼儀やふるまいの中にも、東洋ならではの考え方
が息づいているように感じます。静と動、裏と表、悲しみと喜びのように一見反対に見え
るものが、実は互いを支え合っているのではないでしょうか。そのような調和の精神が、
私たちの心の奥底に静かに息づいて、日本人の美しいふるまいを形づくっていると思いま
す。 

 

 

学校教育目標「夢に向かって 自ら学び 高め合う生徒」 

富士宮市立北山中学校 
令和７年７月２日（水） 
１年 52 名、2 年 40 名、３年 48 名 
全校生徒 140 名 



特集「コミュニティ・スクールとして取り組む北山中学校 その２」 
 
今年度より北山中学校は、「コミュニティ・スクール」としての取組を開始 

しています。コミュニティ・スクールとは、地域とともにある学校づくりを目 
指し、学校運営協議会を置く学校のことです。６月12日（木）に学校運営協議会を 
開催いたしました。その中で、委員の皆様からいただいたご意見の一部を紹介いた 
します。 

 
・学校教育目標にある「自ら」、学校経営目標にある「粘り強
く」「やり抜く」という言葉は、これから社会を生きるこども
たちにとって大切なものである。 

・先生たちが伴走者として支援することで、こどもたちが主体
的に授業に参加していた。 

・校舎内の整理整頓が行き届いていて、こどもたちが学習に取り組みやすい環 
境が整備されている。 
 
委員の皆様からいただいたご意見を踏まえ、今後もこどもたちのウェルビーイ

ングの実現に向けて取り組んで参ります。 
 
◎６月７日（土）PTA奉仕作業 
お忙しい中、ご参加いただきありがとうございました。 
草刈り等のおかげで校舎周辺及び運動場の環境を整え 
ることができました。 

 
◎６月 12日(木)生徒総会 
 全校生徒が体育館に集まり、「理想の北友祭」 
や「あいさつの取組」について話し合いました。 
事前に各学級で検討した内容を踏まえ、他の学 
級の意見を受けて積極的に発言する生徒の姿が 
見られました。 
  
◎６月 19日(木)３年生壮行会 
 部活動や外部活動等で大会や発表会に参加する 
三年生を応援するために、壮行会を実施しました。 
これまでの活動を振り返り意気込みを発表する３年 
生。応援団を中心にエールをおくる１・２年生。北 
山中学校の思いが１つになる素敵な時間となりました。 
 
◎新しい学校ホームページについて 
 アドレス：https://fujinomiya-shizuoka-07kitayama.edumap.jp 
 「富士宮市立北山中学校」と検索しても、旧ホームページが表示される 
場合があることをご了承ください。 
 

 
７・８月な主な行事予定 
７月５日（土）・６日（日） 

中体連地区大会 
７月７日（月）学校徴収金振替日 
７月９日（水）４時間日課 
７月 12日（土）・13 日（日） 

中体連地区大会 
７月 16日（水）17日（木）・18 日（金） 

三者面談 
７月 19日（土）中体連地区大会 

７月 22日（火）給食終了、三者面談 
７月 23日（水）１学期終業式 
７月 24日（木）夏季休業開始 
（～８月 25 日まで） 
８月 12日（火）～15 日（金）学校閉庁日 
８月 18日（月）学校閉庁日 
８月 26日（火）２学期始業式 
８月 27日（水）給食開始 

 

https://fujinomiya-shizuoka-07kitayama.edumap.jp/

